






































































































日本の米軍基地は 52 年段階の 4 分の 1 に減少し、沖縄の米軍基地は 2 倍に
増え」、「その結果、60 年代には国土面積の 99.4 パーセントの日本と 0.6 パ
ーセントの沖縄に同一規模の米軍基地が存在することになった。」　沖縄返還















名、地主数は、10821 人、借地料は年間 223 億円」「借地料は嘉手納は 252 億、














に対し、1972 年の復帰直後は、①＋②が 26%、③＋④が 56% で、必要では
ないという意見が大きく上回っていたが、復帰後 40 年の 2012 年の調査では、
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が、名護市長選挙投票日の直前である 98 年 2 月 6 日、海上基地の受け入れ
拒否を表明することになる。大田知事の受け入れ拒否発表 2 日後の選挙では










その後、2001 年に 9.11 テロ、そして 2003 年にイラク戦争が起こり、環境
は変化する。また海兵隊からの要求もあり、SACO の合意は事実上放棄され、




















































月 13 日、NHK 夜 7 時のニュースのトップは、あるプロ野球球団のオーナ
ーが辞任したことであり、次に取り上げられたのが、お盆の帰省ラッシュ、
そしてアテネオリンピック情報であった。墜落事件が取り上げられたのは 6
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